
平成１６年度教育情報共有化促進モデル事業 

 

第１回会合報告 
 

・日時       平成１６年５月９日(日) １０時～１５時 

・場所       岐阜大学総合情報メディアセンター 

 

１ 研究計画など 
（研究目標） 

算数の学習では、興味・関心を持って学習した基礎的・基本的な内容を定着させることが大切で

あり、習熟度別指導を取り入れて一人一人の児童に応じた指導が展開されてきている。このような

基礎的・基本的な内容の定着を目指す一方、発展的な学習を取り入れている学校が多くなり、発展

的な学習で扱う内容として、理解の進んだ児童を考慮したより高度な内容や学習指導要領の改訂に

よって削除・軽減された内容が多くなっている。しかし、発展的な学習のための教材や支援の仕組

みが十分に整備されているとはいえない。さらに、このように一人一人に応じた学習が展開されれ

ばされるほど、学校や家庭での児童の学習の様子をつかんで適切に支援を行う必要が生じることに

なる。 
そこで，本研究では，基本的な学習と発展的な学習のためのＷｅｂ教材の充実，児童の実態の掌

握と実態に即したＷｅｂ教材の提示方法の研究，教師のＩＴを活用した指導力の向上につながる指

導事例等の収集･公開を行い，一人一人の児童の実態に即した支援の在り方について究明する。 
 
（研究内容） 
 上記の研究目的を達成するために次のことを実施する。 
・児童の実態に即した教材として基礎的・基本的な問題の充実を図るとともに、発展的な内容の問

題を作成する。 
・Ｗｅｂ上には印刷して利用するドリル教材と e-Learning で利用する評価問題を準備し、学校や

家庭から利用できるようにする。 
・ドリル教材や評価問題の活用状況や児童の自己評価を履歴として蓄積し、支援に役立てるための

適切な提供のしくみを提案する。 
・研究に参加する実践校は 10 校程度とし、1,000 人規模の実証実験を行い、意識調査や学習履歴

から一人一人の実態をつかみ，適切な支援の方法について提案する。 
・本研究には，岐阜大学総合情報メディアセンター，岐阜県教育委員会，県内の多くの小中学校の

算数･数学の教師が参加しており，実践評価検討部会で実証実験の検討と指導事例の改善などを行

う。 
・これらのデジタルコンテンツを各学校の児童や教師が利用しやすいＷｅｂページを作成するとと

もに指導事例を含む実践の成果を公開する。 
・Ｗｅｂページを利用した児童の学習状況に応じた適切な指示や問題等を提示する方法について検

討し、提案する。 
 



（研究成果物） 
算数のドリル問題のＷｅｂページを作成・公開する。問題は約６００問（Ａ４で約２００枚）を

予定している。 
 これらのデジタルコンテンツを活用した実証実験を行い，実践評価検討部会にて検討を加えて授

業実践事例の収集を行いＷｅｂ上に公開する。実践事例はＮＩＣＥＲに登録する。 
 研究の成果は，印刷物を配布およびＷｅｂページで公開し，教師のＩＴを活用した指導力の向上

につなげる。 
１年間の研究スケジュール 

 教材の作成 実践計画の

検討 
授業実践 実践等の検

討 
サーバへの

アップ 
事業報告等 

４月       
５月       
６月       
７月       
８月       
９月       

１０月       
１１月       
１２月       

１月       
２月       
３月       

 

２ Web ページへの公開 

http://gakuen.gifu-net.ed.jp/̃contents/tanosiku/kyouyuu16/index.htm 

 

３ 検討事項 

・小中学校一環した算数・数学Ｗｅｂ教材の開発と授業設計および実践・評価 

①年長～高２を対象とした児童・生徒の学習履歴が蓄積できるようなシステムの作成 

②ちからだめし問題の追加と改善 

 


